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1 地域の概要 

1.1 対象地域の範囲 

 

本構想の対象地域は、山形県飯豊町です。 

 

1.2 作成主体 

 

本構想の作成主体は、山形県飯豊町です。 

 

1.3 社会的特色 

1.3.1 歴史・沿革 

  

1954年（昭和29年）10月1日に豊原村、添川村、豊川村が合併し飯豊村となり、その後、1958年（昭

和 33年）9月 1日に飯豊村が中津川村を編入、町制施行して、現在の飯豊町となりました。 

 

 

図表 飯豊町の沿革 

 

年 概要 

昭和 33 年 飯豊村に中津川村が編入合併し、飯豊町誕生 

昭和 49 年 飯豊町総合計画策定 

昭和 53 年 町の花「ゆり」、町の木「もみじ」制定。 

昭和 61 年 農業集落排水事業開始 

昭和 62 年 新飯豊町総合計画策定 

昭和 63 年 町民憲章制定 

平成 4 年 飯豊町ふるさと定住いいですね条例制定 

平成 6 年 みどりのまちづくり条例制定 

平成 7 年 第 10回農村アメニティ･コンクール最優秀賞受賞 

平成 8 年 千葉県千倉町（現南房総市）と友好都市締結 

平成 13 年 第 3次飯豊町総合計画策定 

平成 16 年 「東洋のアルカディア郷再生特区」認定 

平成 20 年 NPO法人「日本で最も美しい村」連合に加盟 

平成 23 年 第 4次飯豊町総合計画策定 

平成 29 年 埼玉県桶川市と友好都市締結 

  

飯豊町の花「ゆり」 

町の木「もみじ」 
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1.3.2 人口 

 

本町の人口は、平成 27（2015）年国勢調査では 7,304 人となっており、1 世帯当たりの人口は 3.2 人

です。昭和 40（1965）年の 13,817人と比較し、50年間で 6,513人減少し、平均して年間 130人ずつ減

少しています。 

 

 

出典：国勢調査、住民基本台帳 等 

 

図表 高齢者・生産年齢・年少人口の推移 

 

出典：飯豊町人口ビジョン 

図表 世帯数と１世帯当たりの人員の推移 
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1.4 地理的特色 

1.4.1 位置 

 

本町は、山形県の南西部に位置した中山間地域です。最上川の源流部に位置し、北は長井市、南は

福島県喜多方市、東は山形県米沢市及び川西町、西は山形県小国町と接しています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 飯豊町の位置 

 

 

1.4.2 地形 

  

飯豊連峰の山懐をはじめとして、総面積の約 84％が山林で、田園散居集落に代表される平坦な水田

地域と中山間地の山里地域、源流地域の山間地域に大別することができます。 

 飯豊連峰を源流とする清流「置賜白川」は肥沃な扇状地を形成し、流域は豊穣な稲作地帯へと発展しま

した。水田農業を生業とする農家が住み始めた頃から散居定住の形態が進んできました。 
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1.4.3 交通体系 

 

本町の交通体系は、JR 米坂線と国道 113 号が東西に走っており、本町は、仙台市と新潟市を結ぶ内

陸横断ルートのほぼ中間地点で、交通の要衝となっています。 

 
▼鉄道利用の場合 

【東京から】 

東京－（山形新幹線：2時間 20分）－米沢－（米坂線：40分）－

飯豊町（羽前椿駅） 

 

【仙台から】 

仙台－（仙山線：1 時間）－山形－（奥羽本線：40 分）－赤湯－

（フラワ－長井線：20 分）－今泉－（米坂線：10 分）－飯豊町（羽

前椿駅） 

 

▼車利用の場合 

【東京から】 

東京－（東北自動車道：３時間）－福島飯坂 IC－（国道13号：50

分）－ 米沢－（国道13号：15分）－赤湯－（国道113号：30分）

－飯豊町 

 

【仙台から】 

仙台－（東北自動車道・山形自動車道：1 時間）－山形－（国道

13号：30分）－赤湯－（国道113号：30分）－飯豊町 

 

1.4.4 気候 

 

本町の気候は、内陸型で積雪寒冷地に属し、年平均気温は 11.1℃、年間降水量は 1,843mm、年間

日照時間は 1,336時間（平成 28年）です。降雪期間は、11月から翌年の 4月まで 5ヶ月間以上にわた

り、積雪量は山間部で 3～4mにもおよび季節風による地吹雪等も伴う豪雪地帯です。一方、夏の気温は

30℃を上回るなど、盆地特有の気候となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：気象庁データ 

図表 年間気温と降水量 （平成 28年） 
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1.4.5 面積 

 

本町は、東西 18.46km、南北 31.82kmの面積は約 329.41km2で、山形県総面積の約 3.5％を占め

ています。土地利用状況は、林野面積が 27,491ha（83.5％）となっており、耕地が 2,270 ha（6.9％）で

す。飯豊連峰を源流とする「置賜白川」が町を南北に貫流し、河川沿いの耕地に散居する集落と、山間地

の沢沿いの集落で形成されています。 

 

図表 土地面積と利用割合 

項目名 面積 土地割合 

総土地面積 32,941 ha 100 ％ 

 林野面積 27,491 ha 83.5 ％ 

 耕地 2,270 ha 6.9 ％ 

田 2,010 ha 6.1 ％ 

畑 252 ha 0.8 ％ 

 その他 3,180 ha 9.7 ％ 
 

 

出典： 2015年農林業センサス、平成28年面積調査 

 

 

1.5 経済的特色 

1.5.1 産業別人口 

 

本町の産業別就業人口は、平成 27 年（2015 年）の第 1 次産業は、659 人（17.2％）となっており、農

業は 626人（16.3％）、林業が 32人（0.8％）となっています。第 2次産業は、1,321人（34.5%）、第 3次

産業は 1,844人（48.1％）で、第 3次産業が占める割合が高くなる傾向にあります。 

 

 
 

出典：国勢調査等 

図表 産業別就業人口の推移  
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図表 産業別就業人口 

 
平成 17年 平成 22年 平成 27年 

人 比率 人 比率 人 比率 

第 1次産業 農業 799 17.7% 666 16.1% 626 16.3% 
 林業 28 0.6% 32 0.8% 32 0.8% 
 漁業 1 0.0% - - 1 0.01% 
  828 18.4% 698 16.9% 659 17.2% 

第 2次産業 鉱業 4 0.1% 11 0.3% 15 0.4% 
 建設業 501 11.1% 402 9.7% 392 10.2% 
 製造業 1,235 27.4% 1,143 27.6% 914 23.9% 
  1,740 38.6% 1,556 37.6% 1,321 34.5% 

第 3次産業 1,939 43.0% 1,865 45.1% 1,844 48.1% 

分類不能 - - 16 0.4% 7 0.2% 

総就業人口 4,507 100% 4,135 100% 3,831 100% 

出典：国勢調査等 

 

1.5.2 事業所数 

 

平成 26年 7月 1日時点において、町内には 336事業所あります。産業大分類別の内訳を見ると、卸

売・小売業 70 軒（20.8％）、建設業 51 軒（15.2％）、生活関連サービス業・娯楽業 39 軒（11.6％）となっ

ており、第 3次産業の割合が多くなっています。 

 

図表 業種別事業所数 

 

事業所数 比率（％） 

全産業 
 

336 100% 

第1次産業 農業 12 3.6%  
林業 2 0.6%  
漁業 1 0.3%  
小計 15 4.5% 

第2次産業 建設業 51 15.2%  
製造業 34 10.1%  
小計 85 25.3% 

第3次産業 電気・ガス・熱供給・水道業 1 0.3%  
運輸業，郵便業 3 0.9%  
卸売業，小売業 70 20.8%  
金融業，保険業 2 0.6%  
不動産業，物品賃貸業 2 0.6%  
学術研究，専門・技術サービス業 7 2.1%  
宿泊業，飲食サービス業 34 10.1%  
生活関連サービス業，娯楽業 39 11.6%  
教育，学習支援業 16 4.8%  
医療，福祉 26 7.7%  
複合サービス事業 6 1.8%  
サービス業（他に分類されないもの） 22 6.5%  
公務（他に分類されるものを除く） 8 2.4%  
小計 236 70.2% 

 出典：平成26年経済センサス等 
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図表 産業別事業所比率                図表 業種別事業所数 

出典：平成26年経済センサス等 

 

1.5.3 農業 

 

本町の基幹産業は農業です。地域特性を活かした稲作と畜産(肉牛・乳牛)が盛んです。近年、町内の

農家数は減少傾向が著しく農家人口も減っています。平成 27年度時点で総農家数は 727戸で、そのほ

とんどが第１種、第２種兼業農家となっています。 

本町の農業粗生産額は、平成26年時点では28億9千万円になり、内訳をみると米が約5割を占め、

次いで肉用牛、野菜、乳牛の順となっています。農業産出額は、年々減少傾向にあるなか、今後は飯豊

山麓の広大で肥沃な耕地を活用した稲作を中心に畑作、畜産等の複合化を進めるとともに、減農薬の作

物生産や生産物の付加価値を高めるために、安全安心を全面に打ち出した農業経営に加え、六次産業

化による特産品提供や販売を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：飯豊町町勢要覧 

図表 専兼業別農家戸数の推移 
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出典：わがマチわがムラ（農林水産省ホームページ）等 

図表 農業産出額推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：わがマチわがムラ（農林水産省ホームページ）等 

図表 農業経営体数 
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図表 飯豊町における経営耕地の状況 

新旧市町村 

（地区） 

経営耕地 

総面積 

田 畑（樹園地を除く） 

樹園地  稲作田 稲以外の作

物だけを作

った田 

何も作ら

なかった

田 

 普通作物

を作った

畑 

飼料用作物

だけを作っ

た畑 

牧草 

専用地 

何も作ら

なかった

畑   食用 飼料用 二毛作田  

飯豊町 1,694 1,610 1,351 1,254 97 1 230 29 82 36 2 39 5 2 

豊原地区 887 865 754 703 50 0 95 16 21 15 1 4 1 1 

添川地区 375 361 298 278 20 - 56 7 13 10 0 0 2 0 

豊川地区 354 310 249 228 21 1 55 5 44 8 - 34 2 0 

中津川地区 78 74 50 44 6 - 23 1 4 3 1 - 0 0 

＊単位未満を四捨五入のため、各数の計と総数が一致しないことがあります 

出典：農林業センサス 2015 

 

図表 飯豊町における家畜保有頭数の推移 

年度 経営体数 

乳牛 肉牛 豚 

ホルスタイン 

成牛 

ホルスタイン 

育成牛 

成雌牛 

（繁殖） 

育成牛 

（繁殖） 

黒毛和種 

（肥育） 

雄豚 

（肥育） 

母豚 

（繁殖） 

豚 

（肥育） 

頭 頭 頭 頭 頭 頭 頭 頭 

平成25年度 73 587 78 320 127 2,585 9 150 1,300 

平成26年度 72 585 65 329 121 2,375 9 155 1,290 

平成27年度 70 550 46 260 180 2,154 18 150 1,600 

平成28年度 69 526 82 301 150 2,147 11 160 1,650 

出典：飯豊町農林振興課調 

 

 

1.5.4 林業 

 

本町の林野面積は 27,491ha であり、町総面積の約 84％を森林が占めています。林野面積のうち民

有林が 21,789ha(79.3％)、国有林が 5,702ha（20.7%）です。また、民有林のうち約 8 割が天然林の広

葉樹となっており、中津川財産区をはじめ財産区有面積は 8,221haと大きな面積となっています。 

林業経営体は、31 を有し、森林組合（4）、財産区（5）、家族経営（21）などです。現在では、主伐が減

少し、ほだ木、特用林産物の生産を行っています。今後は広大な森林資源を活かした林業の再生が必要

です。 

本町の林業は、木材価格の低迷等から森林従事者の減少と加工を行う製材所も減少していますが、伝

統的な炭焼きが現存しています。このような中で、松くい虫やナラ枯れ病による森林荒廃を防ぎ、町内の

林業の再生が必要と考えており、かつて薪炭林として活用してきた広葉樹林等の膨大な資源を新たな資

源とし木質バイオマス等での利用を図り新たな産業化を図っていきます。 

 

（単位:ha） 
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図表 飯豊町の林野面積 

合 計 

国有林 民有林 

計 林野庁 

林野庁

以外の

官庁 

計 
独立行政

法人等 

公有 

私有 
小計 都道府県 森林整備法人 

(林業・造林公社) 市町村 財産区 

27,491 5,702 5,701 1 21,789 1,918 10,058 191 1,427 219 8,221 9,813 

出典：農林業センサス 2015 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：農林業センサス 2015 

図表 所有形態別林野面積割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成27年度版山形県林業統計書 

図表 飯豊町の森林面積割合 

【国有林】

5,702 ha

20.7%

【民有林】

21,789 ha

79.3%

【国有林】

林野庁
5,701 ha

20.7%

【国有林】

林野庁以外
1 ha

0.004%

【民有林】

独立行政法人等
1,918 ha

7.0%

【民有林】

林業公社
1,427 ha

5.2%

【民有林】

都道府県
191 ha

0.7%
【民有林】

市町村
219 ha

0.8%
【民有林】

財産区
8,221 ha

29.9%

【民有林】

私有林
9,813 ha

35.7%

【人工林】

針葉樹

424ha

7.1%

【人工林】

広葉樹

16ha

0.3%
【天然林】

針葉樹

66ha

1.1%

【天然林】

広葉樹

5,192ha

86.7%

その他

292ha

4.9%

【人工林】

針葉樹

4,887ha

22.4%

【人工林】

広葉樹

70ha

0.3%

【天然林】

針葉樹

369ha

1.7%

【天然林】

広葉樹

15,126ha

69.4%

その他

1,338ha

6.1%

（単位:ha） 
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出典：平成27年度版山形県林業統計書 

図表 飯豊町の森林面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成27年度版山形県林業統計書 

図表 飯豊町の蓄積量 

 

図表 飯豊町の林業経営体数 

新旧市区町村 計 

法人化している 

地方公共

団体・財

産区 

法人化していない 

小計 
農事組

合法人 

会社 各種団体 

その他

の法人 

家族 

経営

体 

その

他 株式 

会社 

合名･合

資会社 

合同 

会社 
農協 

森林組

合 

その他

の各種

団体 

飯豊町 31 4 - - - - - 4 - - 5 21 1 

 豊原地区 12 3 - - - - - 3 - - 2 7 0 

 添川地区 4 - - - - - - - - - 1 3 0 

 豊川地区 6 1 - - - - - 1 - - 1 3 1 

 中津川地区 9 - - - - - - - - - 1 8 0 

出典：平成27年度版山形県林業統計書 
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（ha）



飯豊町バイオマス産業都市構想 

12 

 

1.5.5 商業 

 

本町の小売業は、平成 14 年には 97 店あった商店数が、平成 26 年には 53 店に減少し、従業員も

330人から 267人に減少しているなか、年間商品販売額は、約 4,000百万円台で推移しています。卸売

業も、平成 14年には 8店あった商店数が、平成 16年には 11店、平成 19年には 13店、平成 26年に

は 8 店舗と推移しており、年間商品販売額は約 1,100 百万円台で推移しています。全体として、事業所

数、従業者数、年間商品販売額が減少傾向にあり、商業全体としては減少傾向です。 

 

図表 商業の動向 

年 

合計 卸売業計 小売業計 

事業所数 従業者数 
年間商品 

販売額 
事業所数 従業者数 

年間商品 

販売額 
事業所数 従業者数 

年間商品 

販売額 
売場面積 

 

(人) (百万円) 

 

(人) (百万円) 

 

(人) (百万円) (㎡) 

平成14年 105 388 5,223 8 58 1,210 97 330 4,013 6,890 

平成16年 109 413 5,511 11 82 1,148 98 331 4,364 5,716 

平成19年 89 367 5,291 13 80 1,123 76 287 4,169 5,604 

平成26年 61 306 4,290 8 39 X 53 267 X 4,223 

出典：商業統計調査（経済産業省） 

 

1.5.6 工業（製造業） 

 

平成 26 年における事業所数は、18 事業所、従業員数は 763 人で、製造品出荷額等は 179 億 130

万円となっており、本町の製造品出荷額等は横ばい傾向にあります。このことから、工業（製造業）に関連

した事業所からは、比較的安定して廃棄物系バイオマスが発生していると推察できます。 

 

図表 製造品出荷額等の推移 

年  事業所数 従業者数 製造品出荷額等 粗付加価値額 
 

  （人） （万円） （万円） 

平成14年 （2002年） 27 876 1,639,431 524,887 

平成15年 （2003年） 30 916 1,721,282 534,636 

平成16年 （2004年） 27 971 1,942,070 580,762 

平成17年 （2005年） 26 978 2,010,526 567,818 

平成18年 （2006年） 24 1,004 2,195,606 581,759 

平成19年 （2007年） 26 1,065 2,512,157 742,178 

平成20年 （2008年） 25 969 2,593,048 737,057 

平成21年 （2009年） 22 898 1,548,772 354,822 

平成22年 （2010年） 22 948 2,215,441 220,720 

平成23年 （2011年） 24 1,056 2,438,912 899,082 

平成24年 （2012年） 23 917 2,192,466 512,846 

平成25年 （2013年） 22 836 1,712,239 579,014 

平成26年 （2014年） 18 763 1,790,130 617,231 

   出典：工業統計調査（経済産業省） 
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1.6 再生可能エネルギーの取組み 

1.6.1 再生可能エネルギーの取組み（発電） 

 

本町における再生可能エネルギーの取組みは、平成28年度で、出力数合計約9454.55kWです。太

陽光発電は、町・県で 56.3kW、民間で 493.2kW となり、風力 1.8kW、中小水力は 8903.25kW となっ

ており、ほとんどが白川発電所です。 

 

図表 再生可能エネルギー発電施設の設置状況 

再生可能 

エネルギーの種類 
施設名称等 事業主体 

発電出力 

（kW） 
設置年 

太陽光 飯豊町立第二小学校 飯豊町 8.3 平成16年 
 

いいで型環境共生モデル住宅 飯豊町 8.0 平成17年 
 

道の駅いいで 

（めざみの里観光物産館） 
飯豊町 10.0 平成25年 

 

町民総合センター「あ～す」 飯豊町 10.0 平成26年 
 

山形県飯豊少年自然の家 山形県 10.0 平成27年 
 

飯豊町立飯豊中学校 飯豊町 10.0 平成27年 
 

個人住宅・事務所等（※) 民間 493.2 平成24年～平成28年 

風力 飯豊町立第二小学校 飯豊町 0.45 平成17年 
 

飯豊町立添川小学校 飯豊町 0.45 平成17年 
 

いいで型環境共生モデル住宅 飯豊町 0.90 平成17年 

小水力 白川発電所 山形県企業局 8,900 昭和55年 
 

松原水車 団体・NPO・大学等 0.25 平成21年 
 

萩生第２配水池 町 3.0 平成26年 
  

計 9,454.55 

 

※ 固定価格買取制度における再生可能エネルギー発電設備導入量 

出典：飯豊町調、なっとく再生可能エネルギー 固定買取価格制度 情報公開WEBサイト（資源エネルギー庁） 

 

 

図表 再生可能エネルギー導入量の推移 

年度 太陽光発電（kW） 風力発電（kW） 小水力発電（kW） 

平成10年度以前（昭和55年）   8,900 

平成16年度 8.3   

平成17年度 8.0 1.8  

平成21年度   0.25 

平成24年度     

平成25年度 10.0 493.2  3.0 

平成26年度  個人住宅･   

平成27年度 30.0 事業所等   

平成28年度     

合計 549.5 1.8 8,903.25 

      ※ 固定価格買取制度における再生可能エネルギー発電設備導入量 

    出典：飯豊町調、なっとく再生可能エネルギー 固定買取価格制度 情報公開WEBサイト（資源エネルギー庁）  
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1.6.2 飯豊町のこれまでのバイオマスの利活用取組状況 

 

① 飯豊町有機肥料センターの設置 

 飯豊町内の家畜排せつ物を収集し有機肥料を生産する施設「飯豊町有機肥料センター」は、飯豊町、

山形おきたま農業協同組合、畜産事業者 4 戸で構成される「有限会社エコプラントめざみ」が管理してい

ます。施設による家畜排せつ物等の年間処理能力は約7,000ｔ/年で、生産される堆肥量は 2,800ｔ/年とな

っています。この施設では、町内における畜産事業者からの家畜排せつ物の約 4割を処理しています。 

 

 

 

 

 

 

② 飯豊町内の森林資源を活用したエコスクールと「いいで型環境共生モデル住宅」の設置（地域の木

材利用の推進） 

   

 

 

 

 

 

 

③ 町内の住宅や事業所への木質ペレットストーブとペレットボイラの利用推進 

 木質資源の活用、木質ペレットの消費拡大を図るために、役場庁舎や民間施設へペレットボイラの導

入・住宅・事業所向けのペレットストーブ等の導入を促進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 地域資本で設立した中津川バイオマス株式会社（キノコ菌床用のおが粉製造、木質チップ・ペレット

製造） 
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2 地域のバイオマス利用の現状と課題 

2.1 バイオマスの種類別賦存量と利用量 

  

本町におけるバイオマスの種類別賦存量と利用量を次表及び図表に示します。 

 

図表 地域のバイオマス賦存量及び現在の利用状況 

バイオマス種類 

賦存量 

（湿潤量） 

賦存量 

（炭素換算

量） 

変換・処理方法 
利用量 

（湿潤量） 

利用量 

（炭素換算量） 
利用・販売 

利用率 

（炭素換算量） 

t/年 t-C/年  t/年 t-C/年  （％） 

（廃棄物系バイオマス） 41,733 2,999  39,918 2,850  95.0 

 家畜排せつ物 39,597 2,780  39,597 2,780  100 

  肉用牛ふん尿 23,356 1,640 堆肥化 23,356 1,640 農地還元 100 

  乳用牛ふん尿 12,044 846 堆肥化 12,044 846 農地還元 100 

  豚ふん尿 4,196 295 堆肥化 4,196 295 農地還元 100 

 生ごみ 177 7.8  177 7.8   

  家庭系 99 4.4 
堆肥化（コンポスト）・ 

焼却処理 
99 4.4 未利用 100 

  事業系 78 3.4 堆肥化 78 3.4 
堆肥化・ 

農地還元 
100 

 建築廃材 392 173 チップ化 134 59 
燃料、道路等 

敷設材 
34.2 

 ダム流木 71 15 薪利用 8 1.7 薪譲渡 11.3 

 廃食用油 17 12 焼却、BDF化、石鹸化 2 1.4 BDF化、石鹸販売 12.1 

 農業集落排水し尿汚泥 1,480 12 焼却 0 0 未利用 0 

（未利用バイオマス） 10,908 3,339  7,055 2,254  67.5 

 林地残材・間伐材（針葉樹） 1,284 276 林地放置 0 0 未利用 0 

 林地残材･間伐材(広葉樹） 1,632 351 素材販売・ペレット化 1,142 246 

素材販売・おが粉

製造（キノコ菌床

用）・ペレット製造 

70.0 

 果樹剪定枝 17 3.8 堆肥化 13 2.9 農地還元 76.1 

 稲わら 7,293 2,494 飼料、敷料、すき込み等 5,470 1,871 
家畜飼料、家畜敷

料等 
75.0 

 もみがら 682 214 
敷料、堆肥の水分調整

材、肥料化 
430 135 畜産系敷料販売 63.0 

合計 52,641 6,338  46,973 5,104  80.5 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
賦存量：利用の可否に関わらず１年間に発生、排出される量で、理論的に求められる潜在的な量 

利用量：賦存量のうち、バイオマス事業化戦略で示された技術を用いて既に利用している量 

湿潤量：バイオマスが発生、排出された時点の水分を含んだ現物の状態での重量 

炭素換算量：バイオマスに含まれる元素としての炭素の重量で、バイオマスの湿潤量から水分量を差し引いた乾物量に炭素割合を乗じ

た重量 
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